
１

返戻されている届書について再申請を要しないことに関しては、以下の方法で確認してください。

〇再申請を要しないことの確認方法
1回目と2回目以降に同じCSVファイルを添付して申請された場合は、2回目以降の再申請は不要です。
（1回目に申請されたCSVファイルを用いて機構において処理を行います。）
同じＣＳＶファイルを添付して申請されたかの確認方法は以下のとおりです。

媒体通番（004）又は媒体作成年月日が誤っています。
（以前に提出された申請データと重複しています。）
（K002）

〇１回目に申請した際に添付したCSVファイル

〇２回目以降の申請であったため返戻された返戻票（「届書に関するお知らせ」）

返戻票の確認方法の詳細な手順は以降に掲載していますのでご参照ください。

１回目に申請した際に添付したCSVファイルの媒体通番と
通信欄の（ ）の中の数字が一致している場合は再申請不
要です。

１回目と２回目以降の「媒体通番」が同じ場合は、同じＣＳＶファイルで申請されており、再申請
は不要です。

「Ｄ１」のセルが媒体通番です。
（004の場合、4と表示される場合がありますが
同一です。）

上記で選択し
Excelで開く

申請時に添付した届書データ（CSVファイル）を確認してください。申請したCSVファイルは、申請者のPC内に保存されています。
（市販ソフトウェアを用いて申請した場合は、市販ソフトウェアの仕様により異なる場合があります。）

○○ ○○

○○ ○○

○○ ○○ ○○ ○○



（申請データ一覧画面イメージ）

（申請状況詳細画面イメージ）

➌

➍

①ステータスが、「要再申請」となっている申請データを指定する

〇 返戻票の確認
返戻票を以下の手順によりダウンロードしてください

起動メニューから［届書の申請・申請状況の照
会(A)］を押下します。

［申請状況の照会(I)］ボタンを押下し、通常の
手順に従い認証します。

〇 届書作成プログラムにおける申請状況の照会
（※市販ソフトウェアを用いて申請した場合は、市販ソフトウェアの仕様により異なる場合があります。）

〇２回目以降の申請であったため返戻された返戻票の確認方法

２

①お知らせ一覧に届いている「不受理のお知らせ」を選択する

②［詳細表示］を押下する

②［再申請］ボタンが非活性となっている（押せない）ことを
確認する。
※活性となっている（押せる）場合は、申請日時の誤り等によ
り返戻しているものです。詳しくは、年金事務所にご照会ください。

③［確認］ボタンを押下する。
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３

（画面イメージ）

①初期状態では「ドキュメント」フォル
ダーが選択されています。保存が過去に
行われている場合は、前回保存を行っ
たフォルダーパスが選択されています。

❺

②［ダウンロードファイルを保存］ボタンを押下する。

①ダウンロードファイルを選択する。

❼
❼ ダウンロードしたZIPファイルを解凍し、
「XXXXXX（到達番号）.xml」のファイルを開
いてください。
※ ZIPファイル解凍方法例：ZIPファイルを右クリッ
クし、メニューから「すべて展開」や「解凍」を選択し
ます。（パソコンの環境により異なります）

〇２回目以降の申請であったため返戻された返戻票の確認方法
〇 返戻票の確認

➏

②［フォルダーの選択］を押下する。



４

❽ 「日本年金機構からのお知らせ」画面が表示されるため、「返戻票」をクリックしてください。

❾返戻票（「届書に関するお知らせ」）が表示されます

１回目に申請した際に添付したCSVファイルの媒体通番と
通信欄の（ ）の中の数字が一致している場合は再申請不
要です。

媒体通番（004）又は媒体作成年月日が誤っています。（以前に提出された申
請データと重複しています。）（K002）

〇２回目以降の申請であったため返戻された返戻票の確認方法
〇 返戻票の確認
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